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村
で
は
、
平
成
22
年
度
ま
で
の
村
の
行
財
政
改
革
の

指
針
と
な
る「
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
」（
集
中
改
革

プ
ラ
ン
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
策

定
の
経
緯
や
大
綱
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
策
定
の
経
緯

こ
れ
ま
で
村
で
は
、平
成
13
年
３
月
に
策
定
し
た「
第

２
次
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」

に
は
、
推
進
項
目
が
抽
象
的
で
あ
る
、
項
目
が
数
値
化

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
っ
た
た
め
、
取
り
組

み
の
成
果
に
つ
い
て
、
金
額
や
数
値
で
示
す
こ
と
が
難

し
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、「
第
２
次
行
政
改
革
大

綱
」
の
計
画
期
間
の
満
了
に
合
わ
せ
、
こ
の
よ
う
な
問

題
点
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
住

民
意
識
の
多
様
化
な
ど
、
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
で

き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
の
改
革
指
針
と

し
て
、「
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
」（
平
成
17
年
度
〜

22
年
度
）を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」の

総
括
評
価
を
行
い
、
行
政
で
組
織
す
る「
行
政
改
革
推

進
協
議
会
」や
、住
民
で
組
織
す
る「
行
政
改
革
懇
談
会
」

で
の
協
議
を
重
ね
、
事
務
事
業
を
総
点
検
す
る
と
と
も

に
、「
第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」と
の
整
合
性

を
図
っ
た
上
で
、
課
題
で
あ
っ
た
項
目
の
明
確
化
や
指

標
化
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

◆
大
綱
の
概
要（
図
１
参
照
）

「
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
」は
、
行
政
経
営
理
念
の

浸
透
に
よ
る「
役
場
改
革
」と
、
住
民
自
治
・
地
域
自
治

の
さ
ら
な
る
推
進
に
よ
る「
地
域
改
革
」を
同
時
に
進
め

て
い
く
こ
と
を
改
革
の
基
本
姿
勢
に
据
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
行
政
と
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、「
住
民
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
で
き
る
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス

テ
ム
」を
確
立
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

大
綱
で
は
、
５
つ
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
、
27

の
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
具
体

的
な
取
り
組
み
内
容
で
あ
る
69
の
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
行

政
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
、随
時
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
上
で
の
視
点
と
し

て
、
①
行
革
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
転
換
、
②
全
庁
的

な
推
進
体
制
の
確
立
、
③
行
財
政
の
選
択
と
集
中（「
あ

れ
も
こ
れ
も
」か
ら「
あ
れ
か
こ
れ
か
」へ
の
転
換
）、
④

生
産
性
の
向
上
と
節
約
の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

４
点
を
挙
げ
、
こ
の
４
つ
の
視
点
か
ら
、
強
力
に
行
財

政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
行
財
政
改
革
の
推
進

本
村
は
、
平
成
16
年
度
以
降
、
固
定
資
産
税
の
伸
び

に
よ
り
比
較
的
安
定
し
た
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

中
長
期
的
に
は
、
福
祉
関
係
経
費
の
増
加
や
老
朽
施
設

の
更
新
な
ど
に
よ
る
歳
出
増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
今

後
と
も
質
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
行
財
政
改
革
の
推
進

に
よ
り
、
財
政
的
に
は「
減
債
基
金
」（
借
金
の
返
済
に

必
要
な
財
源
を
積
み
立
て
る
た
め
の
基
金
）
を
計
画
的

に
積
み
立
て
る
と
と
も
に
、
普
通
会
計
村
債（
村
の
借

金
）
残
高
を
、
平
成
17
年
度
末
の
残
高
で
あ
る
約
90
億

円
以
内
に
抑
制
す
る
な
ど
、
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
問

合

せ

行
財
政
改
革
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
政
策
審

議
室（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
７
１
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、「
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
」

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）は
、
東
海
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

「
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
」（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）を
策
定

〜
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
で
き
る

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
〜
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■基本目標 行政と住民との協働により、住民ニーズに適切に対応できる簡素で効率的な行政システムを確立する

■推進期間 平成17年度～平成22年度（６年間）

■基本姿勢 行政経営の考え方に基づく「役場改革」と、住民自治・地域自治のさらなる推進による「地域改革」

を同時に進めていく

■行革項目  ５つの重点プログラム（①行政推進基盤の整備、②効率的な財政運営、③「住民自治・地域自治」の

推進、④まちづくりへの住民参画の促進、⑤住民への情報提供）、27の推進プログラム、69の実

施プログラム（実施プログラムは随時追加）

「第３次行財政改革大綱」（集中改革プラン）の概要

【※１】ＮＰＭ（ニューパブリックマネージメント）：企業経営の長所を行政に取り入れ、効率化を図ろうとする理論。
【※２】組織のフラット化：職場の中の階層を減らし、意思決定の迅速化や事務の効率化を図ること。
【※３】パブリックコメント制度：行政の政策案を公表し、住民からの意見を政策決定の参考とする制度。

〔図１〕

■地域改革「村民参加のまちづくり」

●目　　　　標 行政主導から「住民自治・地域自治」への転換を図る

●取り組みの柱

１．「住民自治・地域自治」の推進　２．まちづくりへの住民参画の促進　３．住民への情報提供

●具体的方策（実施プログラム）

　〔住民自治を推進するための主な改革〕

○（仮称）自治基本条例の制定　　　　　　　　　　○32自治会の発足および学区自治会制度の発足

○村民意識調査（納得度調査）の実施　　　　　　　○パブリックコメント制度の確立および適切な運営

○（仮称）男女共同参画推進条例の制定　　　　　　○付属機関の会議や会議結果の公開

※３

■役場改革「効率的な行財政運営」

●目　　　　標 行革の推進により、財政の健全性を長期的に維持する

取り組み１ 「村債償還財源を確保するため､平成22年度までに減債基金総額を22億円にまで積み増しする」

取り組み２ 「平成17年度の普通会計村債現在高、約90億円を考慮して、平成22年度末で90億円を超えな

いようにする」

●取り組みの柱⇒「行政経営」理念の浸透

１．職員の意識改革 ＮＰＭ（ニューパブリックマネージメント）の調査研究、行政経営研修会の開催、

人事考課制度の本格導入

２．組 織 改 革 組織のフラット化の導入検討

３．仕事のやり方改革 事務事業評価制度の発展（施策評価の導入）、評価制度⇒実施計画⇒予算編成の連動

●具体的方策（実施プログラム）

○事務事業評価制度の発展（施策評

価の導入）

○電子入札制度の導入、入札参加資

格申請受け付けの電子化

○財政援助団体に対する監査の実施

○付属機関の整理・合理化

○組織のフラット化の導入検討

○人事考課制度の本格導入⇒全職員

に導入

○実績主義による給与制度の構築

○行政経営研修会の開催⇒全職員が

受講

○「情報化推進計画」の策定

○職員のセキュリティ意識の高揚

○時間外勤務手当の縮減⇒5,460万円程度の縮減
○早出遅出出勤・フレックスタイム制度の導入
○文書ファイルの再利用の推進⇒文書ファイル１千冊の再利用
○補助金の整理・合理化
○総職員数の削減⇒平成17年４月１日現在の職員数465人の
５％、24人の削減

○公の施設への指定管理者制度の導入⇒新たに13施設で導入
○外宿浄水場管理の委託化

○課税客体の把握と村税の徴収率の向上⇒６億7,000万円程度
の滞納税を徴収

○施設使用料・手数料の見直し
○水道・下水道使用料の徴収率の向上⇒6,750万円程度の滞納
料金を徴収

○村有財産の貸し出し・売却の検討

〔歳入確保に関する主な改革〕

〔歳出抑制に関する主な改革〕

※１

※２

〔行政の質を高める主な改革〕

２つの改革を同時に進めることが必要
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平
成
17
年
度
の
財
政
状
況

村
で
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
18

年
３
月
31
日
現
在
で
の
予
算
執
行
状
況
、
財
産
お
よ
び
村
債
の
状
況
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
地
方
自
治
体
の
会
計
閉
鎖
は
、
２
か
月
の
整
理
期
間
が
あ
る
た
め
に
５
月
末

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
決
算
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
会
計
閉
鎖
後
、
決
算
監
査
お
よ
び
議
会
の
承
認
を
経
て
、
後
日
公
表
し
ま
す
。

民 生 費
高齢者、障がい者、児童など
を対象とした福祉事業や、保
育所運営に使われるお金です。

衛 生 費
保健衛生、環境衛生、ごみ、
し尿処理などに使われるお金
です。

教 育 費
小・中学校や幼稚園の運営、
社会教育などに使われるお金
です。

土 木 費 道路、公園の整備などに使わ
れるお金です。

総 務 費
全般的な管理事務や財政・財
務管理、徴税、選挙などに使
われるお金です。

公 債 費 村が借りた村債の元金や利子
の償還に使われるお金です。

消 防 費 火災、水害予防や消防救助活
動などに使われるお金です。

農　　林
水産業費

農業委員会運営、農林や畜産
業などの振興のために使われ
るお金です。

議 会 費 議会運営などに使われるお金
です。

そ の 他
商工費、災害復旧費、予備費、
諸支出金などに使われるお金
です。

30億2,822万4千円

26億7,250万2千円

26億772万円（97.6％）

28億5,549万5千円

27億6,023万5千円（96.7％）

19億7,488万3千円

19億2,807万1千円（97.6％）

28億7,213万4千円

28億1,348万8千円（98.0％）

12億745万4千円

12億434万3千円（99.7％）

4億3,564万8千円

4億2,029万円（96.5％）

5億6,508万7千円

5億6,056万8千円（99.2％）

2億924万6千円

2億657万6千円（98.7％）

12億3,316万3千円（98.8％）

12億4,758万3千円

歳出…平成17年度に支出するものとして決定した額（支出負担行為額）です。

合計：166億4,424万3千円（執行率97.5％）

負担行為額（執行率）

予算額

4 ●

◆一般会計の執行状況 歳入の執行率は102.3％（対前年度比0.8％増）、歳出の執
行率は97.5％（対前年度比0.6％増）となっています。行財政需要が多様化する
中で、健全財政を堅持しつつ、皆さんに十分な行政サービスを提供することが
できるように、今後も事務事業等の見直しを行いながら経費削減に努め、新規
事業についても慎重に検討を重ね、限られた財源の効率的な配分に努めていき
ます。

（億円）
35 30 25 10 ５20 15

29億978万9千円（96.1％）
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国民健康
保　　険

老人保健

介護保険

駅　　西
区画整理

駅　　東
区画整理

駅西第二
区画整理

中　　央
区画整理

公　　共
下 水 道

須 和 間
霊　　園

7億2,058万円

6億9,122万8千円（95.9％）

5億8,718万9千円（81.5％）

17億6,475万3千円

15億5,864万7千円（88.3％）

17億4,012万4千円（98.6％）

9,829万5千円

9,909万円（100.8％）

5,835万2千円（59.4％）

◆特別会計 ◆一般会計
特別会計は、公共下水道、国民健
康保険、老人保健、介護保険等、
使用料や保険料など特定の歳入を
財源として、その事業の歳出を賄
うものです。

（億円）
30 20 10

3億5,013万2千円

3億5,013万1千円（99.9％）

2億6,000万4千円（74.3％）

2億9,918万4千円

2億9,918万8千円（100.0％）

1億7,525万7千円（58.6％）

7,470万円

7,471万2千円（100.0％）

1,882万9千円（25.2％）

12億9,120万1千円

12億2,572万2千円（94.9％）

12億1,474万円（94.1％）

20億7,110万4千円

20億3,785万6千円（98.4％）

20億3,205万9千円（98.1％）

25億3,956万8千円

28億1,179万8千円（110.7％）

25億724万8千円（98.7％）

調定額（執行率）

予算額

負担行為額（執行率）

村　　税 村民税、固定資産税など皆さ
んに納めていただくお金です。

国　　庫
支 出 金

特別の事業をするための経費
に充てるため、国から支払わ
れるお金です。

繰 越 金 平成16年度から平成17年度へ
持ち越されるお金です。

繰 入 金 特別会計や基金などからの受
入金です。

県支出金
特別の事業をするための経費
に充てるため、県から支払わ
れるお金です。

地方消費税
交　付　金

皆さんが納めた消費税の一部
を財源として県から配分され
るお金です。

地　　方
譲 与 税

国が国税として徴収し、一定
の基準によって村に譲与され
るお金です。

村　　債 国、県、銀行などからの借入
金です。

地方特例
交 付 金

恒久的な減税に伴う村税の減
収の一部を補てんするために
国から配分されるお金です。

分担金および
負 担 金

村が行う事業によって利益を
受ける方から、その対価とし
て徴収するお金です。

そ の 他
利子割交付金、自動車取得税交付金、
地方交付金、交通安全対策特別交
付金、使用料および手数料、財産収
入、寄附金、諸収入などのお金です。

8億2,512万円

8億147万円（97.1％）

5億5,047万9千円

5億5,050万3千円（100.0％）

2億7,700万円

2億4,900万円（89.9％）

6億8,023万6千円

6億8,023万6千円（100.0％）

5億816万円

3億1,244万5千円（61.5％）

1億8,998万1千円（100.0％）

1億8,998万1千円

3億4,408万6千円

3億4,408万6千円（100.0％）

2億8,973万5千円

3億664万9千円（105.8％）

1億9,201万5千円（98.4％）

4億4,863万3千円

5億2,015万2千円（115.9％）

歳入…平成17年度に収入するものとして決定した額（調定額）です。

合計：174億6,739万3千円（執行率102.3％）

127億5,968万円

133億2,085万6千円（104.4％）

125 ５10
（億円）
135

一般会計は、村の会計の中心を成すもので、行政運営の基本的な経費を網羅
して計上している会計です。特別・企業会計で計上される以外のすべての経
理を一般会計で処理しなければなりません。

1億9,514万6千円

調定額（執行率）

予算額
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借 入 先 平成17年３月31日現在高 借 入 額 償 還 額 平成18年３月31日現在高
一般会計 94億81万5千円 3億3,980万円 9億6,676万8千円 87億7,384万7千円
財務省 62億6,409万5千円 1億1,120万円 6億1,591万1千円 57億5,938万4千円
日本郵政公社 19億1,244万6千円 1億7,430万円 1億2,533万4千円 19億6,141万2千円
公営企業金融公庫 4億1,043万5千円 0円 7,704万5千円 3億3,339万円
銀行等 4億1,132万8千円 5,430万円 7,646万3千円 3億8,916万5千円
全国自治協会 1,844万6千円 0円 783万2千円 1,061万4千円
環境再生保全機構 1億4,040万円 0円 1,304万円 1億2,736万円
茨城県 2億4,366万5千円 0円 5,114万3千円 1億9,252万2千円
介護会計 2,540万円 2,120万円 400万円 4,260万円
茨城県 2,540万円 2,120万円 400万円 4,260万円
下水道会計 91億3,125万9千円 3億100万円 3億4,755万1千円 90億8,470万8千円
財務省 34億4,851万7千円 7,270万円 1億6,077万4千円 33億6,044万3千円
日本郵政公社 27億8,279万8千円 8,690万円 8,010万2千円 27億8,959万6千円
公営企業金融公庫 28億9,599万7千円 1億4,140万円 1億609万5千円 29億3,130万2千円
銀行等 394万7千円 0円 58万円 336万7千円
合　　計 185億5,747万4千円 6億6,200万円 13億1,831万9千円 179億115万5千円

名　　称 平成18年３月31日現在高
財政調整基金 22億2,256万846円
減債基金 7億5,000万円
奨学基金 1億4,657万8,766円
芸術振興基金 1,000万円
国際交流基金 1,854万312円
地域福祉基金 2億1,129万3,260円
臨界事故事後対策基金 249万8,384円
総合福祉施設運営基金 6,700万2,982円
公立学校施設整備基金 6億989万3,674円
児童福祉施設整備基金 2億8,589万3,816円
国民健康保険支払準備基金 1億3,265万6,404円
介護給付費準備基金 0円
東海病院建設基金 0円
緑化基金 0円
消防緊急通信指令施設整備基金 3,000万円

合　　計 44億8,691万8,444円

◆村税負担の状況

◆基金
特定の事業を実施する目的で一般会計から分離
し積み立てを行い、必要に応じて取り崩し、使
用していくものです。

◆村の財産
下の金額や面積は、平成18年３月31日現
在で、有価証券や出資の権利の合計金額と
村が所有する建物や土地の合計面積です。

◆ 問 合 せ　企画総務部企画財政課財政係（☎282-1711　内線1332）

有価証券、
出資による権利

48億1,979万8千円

建　　物

11万1,734.32㎡

土　　地

135万2,089.03㎡

収入済額 １世帯当たりの負担額 １人当たりの負担額
村税 128億8,872万3千円 96万6,316円 35万8,988円
村民税 19億9,251万9千円 14万9,387円 5万5,497円

個人分 10億6,507万4千円 7万9,853円 2万9,665円
固定資産税 98億5,719万4千円 73万9,031円 27万4,551円

個人分 9億8,718万2千円 7万4,013円 2万7,496円
軽自動車税 4,907万6千円 3,679円 1,367円
村たばこ税 2億1,175万円 1万5,876円 5,898円
入湯税 632万2千円 474円 176円
都市計画税 7億7,186万2千円 5万7,869円 2万1,499円

個人分 7,789万2千円 5,840円 2,170円
※世帯数：13,338世帯　人口：35,903人（平成18年４月１日住民基本台帳）

◆村債 村が特定の施設整備等を行う際に借り入れる資金です。

平成17年度（平成18年３月31日現在）の村税収入を単純に世帯数と
人口で割った１世帯当たりの負担額と１人当たりの負担額です。
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●おめでとう！　兄弟そろって全国大会入賞

●よく見る行動で交通安全

照沼優介くん・亮くん兄弟（石神外宿在住）がそろって、津

軽三味線の全国大会で優秀な成績を収めました。４月２日

に日比谷公会堂（東京都）で行われた「第９回津軽三味線コ

ンクール全国大会」では、弟の亮くん（石神小学校６年）が

努力賞を、５月４日に弘前市民会館（青森県）で行われた「第

25回津軽三味線全国大会」では、兄の優介くん（東海中学

校２年）がジュニア級特別賞を受賞。時間を見つけては練

習に励んでいるという２人は、「とてもうれしい。さらに

上位の賞を目指して頑張ります」と笑顔で話してくれました。

４月７日、舟石川の交差点で「春の全国交通安全運動街頭

キャンペーン」が行われました。村の交通安全対策協議会

など関係団体役員76人は、「よく見てね十字路丁字路横断

歩道」のスローガンの下、①子どもと高齢者の交通事故防

止②自転車の安全利用の推進③シートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底――を通勤途中のドライバーに

呼び掛けました。皆さん、日ごろから時間にゆとりを持ち、

子どもたちやお年寄りへの配慮を心掛け、交通ルールの順

守と交通マナーの向上に努め、安全なまちをつくりましょう。

●「まちピカ！　エ～ネ～大作戦」始まる
３月30日、東海村高校生会（大貫理紗会長、会員数24人）

をはじめ、中学生などのボランティア24人による東海村

総合体育館常磐線側フェンスの「落書き消し」が行われまし

た。この事業は、平成17年度から３年間、県の委託事業「地

域ボランティア活動推進事業」（高校生対象）として東海村

高校生会が受けたもので、心無い人によって書かれた村内

の落書きを一掃しようという取り組み。今後も“まちピカ！

エ～ネ～隊”として落書き消しに取り組みながら、新たな

課題にも挑戦していくそうです。活躍に期待しましょう。
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◆問 合 せ　福祉部地域医療推進課（☎287-0899　電子メールtiiki-is@vill.tokai.ibaraki.jp）

　病院や診療所の窓口で、ご意見を言われる人がいます。そこで今回は、医師の本

音を少しだけ言わせていただきたいと思います。

■医師も“人間”

　恩師の教授が、他の病院で診療を行っていました。ある患者様が、その病院や

医師についていろいろ言われ、最後に「二度と、この病院とあんたにはかからない」

と言って帰ったそうです。その後、別の大学病院にその患者様が来院され、前の病院のことや医

師についていろいろと言い、「大学病院はいいところだ」と低姿勢な態度だったそうです。教授は

「その病院の、そのときの医師は私です」と言い、前の時と同じように平静な態度で診察を行った

そうです。

　病院の名前しか見ない患者様や医療機器しか信用しない患者様は、医師個人にとって難しい患

者様です。医師と患者の信頼関係が保てない医療では、患者様にとっても医師（医療者）にとって

も不幸なことです。医師と患者様がお互いに歩み寄り、その施設（病院等）で可能な、“良い治療

と良い医療”を目指していくことが良いのだと思います。

　しかし、どうしてもその病院や医師を信頼できないのであれば、紹介状を書いてもらい、かか

りたい病院に転院することも一つの手段だとは思いますが、いかがでしょうか。

新しい村立東海病院

病院への上手なかかり方（その10） 整形外科医師　大場義幸

新患登録しています

　新病院では、すべての患者様を新しい患者

様として登録しています。そのために、初めて

新病院に来院した患者様（旧病院から通院中の

方を含めて）には、ご不便をお掛けしています。

しかし、２回目からの予約再診では、今までの

ように診察の順番取りで、早朝から待つような

ことは必要なく、予約時間の15分から30分前

に来院すれば診察を受けられます。

　受付時間は午前７時30分から午後４時30分

まで、診察時間は午前８時45分から午後５時

までとなり、旧病院より診察開始時間を15分

早め、終了時間は遅らせて診療を行っています。

　なお水曜日は、院内業務のほか予防注射など

の病院外の活動を行うことから、外来での診察

医師数が少なくなり、急患や初診の患者様が中

心となります。

時間外や救急での患者様の受け入れ

　午後５時以降の時間外の患者様や救急車も積

極的に受け入れています。救急を要する患者様

が来院したときには、順番が遅れたりすること

がありますのでご了承ください。

新たな目で診察

　新病院では、改めて医師が再度診察や検査を

行い、治療方針を決めています。治癒している

にもかかわらず漫然と通院していた患者様や、

座骨神経痛の原因が下肢の血管閉
へい

塞
そく

だと分かっ

た患者様もいましたので、新たな目で患者様を

見直すことが重要です。なお、診察をしないで

投薬したり、電気療法などの治療を行ったりす

ることはできないことになっています。

入院について

　病棟は、一般病棟と療養（医療保険型）病棟

があります。一般病棟は旧病院での病棟と同じ

ですが、療養病棟は、急性期疾患の治療が終わ

った患者様が、さらにリハビリなどを行い、自

宅で療養できるように努める病棟です。最長３

か月までの入院となりますが、退院後は、老人

保健施設や特別養護老人ホームなどに入居する

か、自宅で訪問看護や在宅寝たきり老人訪問医

療を受けることになります。

　開院当初の混乱と、また診察面でシステムが

変わったために、患者様にはご迷惑をお掛けし

ていますが、ご理解・ご協力をお願いします。

　これから村民の皆さんとともに、新しい村立

東海病院を育て、つくり上げていきたいと考え

ています。

村立東海病院管理者　大場義幸

基本姿勢 ――――――――――――――――――――――――――――
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本
村
の
農
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
就
農
者
の
平
均
年

齢
が
69
歳
、
40
歳
未
満
の
就
農
者
が
８
人
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
状
況（
平
成
17
年
度
）で
、
高
齢
化
お
よ
び
担
い

手
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
地
域
農
業
の
確
立
を
図
る
た
め
、
農
業
の
中
核
を

担
う
農
家
の
確
保
や
多
品
目
小
量
生
産
農
家
を
確
保
す

る
と
い
っ
た
施
策
を
最
優
先
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
農
地
と
し
て
使
え
る
状
態
の

ま
ま
で
農
地
を
維
持
し
、
遊
休
農
地
化
を
抑
制
す
る
施

策
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
18
年
度
か
ら
新
た
な
農
業
支
援
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
育
成
補
助
事
業―

―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

村
内
で
新
規
に
就
農
し
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
に
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
、
月
額

５
万
円
か
ら
15
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

①
助
成
金
の
初
回
申
請
は
、
茨
城
県
が
定
め
る
就
農
計

画
認
定
要
領
に
基
づ
く
就
農
計
画
認
定
書
の
交
付
を

受
け
て
か
ら
５
年
以
内
で
あ
る

②
申
請
時
に
お
け
る
年
齢
が
満
60
歳
未
満
で
あ
る

③
村
内
在
住
、
ま
た
は
就
農
時
に
村
内
に
住
所
を
有
す

る
見
込
み
で
あ
る

④
就
農
後
５
年
以
内
に
認
定
農
業
者
に
な
る
意
志
が
あ

る

農
業
後
継
者
育
成
研
修
補
助
事
業（
実
務
研
修
事
業
）―

　

農
業
技
術
の
修
得
向
上
を
目
的
と
し
た
実
務
研
修
を

受
け
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
に
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
場
合
に
、
月
額
５
万
円
を
上
限
に
助
成

し
ま
す
。
助
成
の
対
象
経
費
は
、
ア
パ
ー
ト
代
、
通
学

費
、
受
講
料
な
ど
で
す
。

①
茨
城
県
が
定
め
る
就
農
計
画
認
定
要
領
に
基
づ
く
就

農
計
画
の
認
定
を
受
け
、
研
修
終
了
後
１
年
以
内
に

村
内
で
自
ら
農
業
を
営
む
予
定
で
あ
る

②
申
請
時
に
お
け
る
年
齢
が
満
60
歳
未
満
で
あ
る

③
村
内
在
住
、
ま
た
は
就
農
時
に
村
内
に
住
所
を
有
す

る
見
込
み
で
あ
る

④
就
農
後
５
年
以
内
に
認
定
農
業
者
に
な
る
意
志
が
あ

る
※
実
務
研
修
事
業
の
ほ
か
に
派
遣
研
修
事
業
が
あ
り
ま

す
が
、
対
象
区
分
等
が
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
年
帰
農
者
等
農
業
グ
ル
ー
プ
農
具
等
購
入
費
お
よ
び

小
型
管
理
機
械
借
上
料
補
助
事
業―

―
―
―
―
―
―
―

　

遊
休
農
地
化
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
定
年
帰
農
者

等
農
業
グ
ル
ー
プ（
村
内
在
住
の
定
年
退
職
者
ま
た
は

こ
れ
か
ら
定
年
を
迎
え
る
方
と
農
業
従
事
者
で
結
成
す

る
５
人
以
上
の
、
30
ア
ー
ル
以
上
の
畑
を
耕
作
す
る
グ

ル
ー
プ
）
に
対
し
、
畑
地
の
耕
作
に
必
要
な
農
機
具
な

ど
の
購
入
費
お
よ
び
小
型
管
理
機
械
の
借
り
上
げ
料

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
額
は
、
農
機
具
な
ど
を

購
入
す
る
場
合
、
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で
20
万
円

を
上
限
と
し
、
小
型
管
理
機
械（
５
・
５
馬
力
以
内
）
を

借
り
上
げ
る
場
合
、
借
り
上
げ
料
の
２
分
の
１
以
内
で

３
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

遊
休
農
地
化
抑
制
対
策
テ
ス
ト
事
業―

―
―
―
―
―
―

　

一
度
遊
休
化
し
た
農
地
は
荒
廃
化
に
つ
な
が
り
や
す

く
、
空
き
農
地
と
し
て
管
理
す
る
に
は
、
年
に
数
回
の

耕
起
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
農
地（
畑
地
）の
遊
休

化
抑
制
を
図
る
た
め
、
雑
草
の
防
止
効
果
が
あ
る
ヘ
ア

リ
ー
ベ
ッ
チ（
マ
メ
化
の
緑
肥
植
物
）の
種
子
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

※
①
平
成
18
年
度
の
受
け
付
け
は
、
６
月
15
日（
木
）ま

で
と
な
り
ま
す
。
②
米
の
生
産
調
整
の
た
め
に
休
耕

し
て
い
る
水
田
・
陸
田
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
説
明
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

時 

６
月
25
日（
日
）　

午
前
10
時
か
ら

▼
場　
　

所 

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

新
た
に
就
農
す
る
方
を
支
援
し
ま
す

 

農
業
技
術
を
修
得
す
る
方
を
支
援
し
ま
す

 

定
年
帰
農
者
等
の
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
ま
す

 

遊
休
農
地
化
の
抑
制
を
支
援
し
ま
す

 

説
明
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

新
た
な
農
業
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す

新
た
な
農
業
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す

新
た
な
農
業
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す

問

合

せ　

経
済
環
境
部
経
済
課
地
域
農
政
係（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
４
３
３
）

平
成
18
年
度
か
ら
実
施
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●対　　象 村内在住・在勤・在学の方

および村内に事務所を置く団体の会員

の方

●申し込み ①行事により参加条件が異な

りますので、各責任者へ申し込みくださ

い。②新規で行事を行いたい方は、実行

委員会の承認を得て団体として参加する

ことができますので（営利目的等は不可）、

６月30日(金)までに、東海村文化祭実行

委員会事務局へ申し込みください。

●問 合 せ 石田正久さん（東海村文化祭

実行委員会事務局長　☎283-1164）

東 海 村 文 化 祭 参 加 者 募 集 行 事 と 責 任 者 一 覧 表
部　門 行 事 名 責 任 者 電話番号

展示部門

絵画、彫刻展 高橋　忠治 283-1104
書道展 千葉　龍亭 283-0520
東海村文化祭写真公募展 村上　廣美 282-2190
技芸展 塙　　貴子 282-9983
盆栽展 萩谷　　靖 282-2574
いけばな展 高野　敏子 282-0768
菊花展 安斎　寿雄 282-3744
秋の山野草展 山崎　国光 283-2040
水墨画の展示 伊藤　廣男 282-2941
食生活展 今橋　絹枝 282-8263
女性連協展 岡田セツ子 282-1309
高齢者作品展 武田省太郎 283-0686
環境ポスター展 河野きよ子 282-3906
建築士会展 志野木理夫 287-2293
東海村の文化財展 須田　秋夫 283-0150

芸能部門

芸能発表会（津軽三味線・民謡・尺八・
箏曲・吟詠剣詩舞）

大高　義雄 282-2293

舞踊発表会 岡田セツ子 282-1309
カラオケ発表会 橋本　　勤 282-3905
ジャズダンス＆フラダンス発表会 田所　栄子 282-9196
管弦楽と合唱コンサート 目黒　義弘 287-0214
ロック＆ハワイアンコンサート 鈴木　　徹 252-8523
大正琴演奏会 石川　邦子 282-2781
箏コンサート　リトルカンパネラ 岡本千邦子 287-0245
謡曲と仕舞の発表 小島　郁朗 282-3635
オカリーナ発表会 峰原　順子 282-9472

催事部門

茶会 小林　宗久 282-9059

囲碁大会 水原　正元 282-8586

将棋大会 小泉日出夫 282-1134

ダンスの夕べ 石田　正久 283-1164

アマチュア無線展 根本　紀正 282-1066

東海ライオンズクラブバザー 佐藤　　章 282-2907

「たんぽぽの会」のおはなし会 道口　典子 282-9715

和太鼓演奏会 山崎　国光 282-2040

気功太極拳表演会 櫛田　浩平 282-3251

鉄道模型運転会 薬師寺一成 282-7222

外国人の日本語スピーチ 小林　健介 283-0379

東海村文化祭2006参加者募集東海村文化祭2006参加者募集

≪敬称略≫
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「
県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」は
、
県
の
施
設
の
見
学
な
ど

を
通
し
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
県
政
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
定　
　

員 

各
コ
ー
ス
と
も
30
人　

※
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
内　
　

容 

①
施
設
な
ど
の
見
学　

②
車
中
学
習

（
参
加
者
に
配
布
さ
れ
る
資
料
や
バ
ス
車
内
で
の
ビ

デ
オ
上
映
に
よ
り
、
県
政
の
話
題
や
概
要
な
ど
に
つ

い
て
の
学
習
を
行
い
ま
す
）

●
締
め
切
り
日 

６
月
30
日（
金
）　

※
各
コ
ー
ス
共
通

●
対　
　

象 

高
校
生
介
護
入
門
コ
ー
ス
…
県
内
在
住

の
高
校
生　

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
…
県
内
在
住
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者（
必
ず
保
護
者
同
伴
）

●
そ

の

他 

①
昼
食
や
飲
み
物
、
筆
記
用
具
は
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
②
雨
天
決
行
と
し
ま
す
。
③

複
数
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
か
一
つ

の
コ
ー
ス
に
参
加
が
決
定
し
た
方
は
、
ほ
か
の
コ
ー

ス
へ
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
④
同
一
コ
ー
ス
に
複
数

の
は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
と
し
ま
す
。

高
校
生
介
護
入
門
コ
ー
ス

●
期　
　

日 

７
月
26
日（
水
）

●
見

学

先 

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

●
内　
　

容 

講
話
や
実
際
に
介
護
用
品
を
使
っ
た
実

習
な
ど

●
発
着
場
所 

水
戸
合
同
庁
舎（
午
前
９
時
40
分
発
、

午
後
３
時
30
分
着
）

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ａ

●
期　
　

日 

８
月
８
日（
火
）

●
見

学

先 

①
県
畜
産
セ
ン
タ
ー　

②
つ
く
ば
ヘ

リ
ポ
ー
ト

●
内　
　

容 

施
設
見
学
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
体
験

●
発
着
場
所 

日
立
駅
中
央
口
前（
午
前
８
時
30
分
発
、

午
後
５
時
10
分
着
）

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ｂ

●
期　
　

日 

８
月
18
日（
金
）

●
見

学

先 

①
県
自
然
博
物
館　

②
筑
波
宇
宙
セ

ン
タ
ー

●
内　
　

容 

体
験
学
習
、
セ
ン
タ
ー
内
見
学
ツ
ア
ー

●
発
着
場
所 

水
戸
合
同
庁
舎（
午
前
８
時
30
分
発
、

午
後
５
時
30
分
着
）

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ｃ

●
期　
　

日 

８
月
23
日（
水
）

●
見

学

先 

①
地
図
と
測
量
の
科
学
館　

②
県
霞
ヶ

浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

●
内　
　

容 

施
設
見
学
、
い
ろ
い
ろ
な
水
を
調
べ
る

実
験

●
発
着
場
所 

笠
間
市
役
所（
午
前
９
時
30
分
発
、
午

後
５
時
着
）、
小
美
玉
市
役
所（
午
前
10
時
10
分
発
、

午
後
４
時
20
分
着
）

申
し
込
み
・
問
合
せ

　

官
製
往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス
、
実
施
日
、
希
望

発
着
場
所
お
よ
び
参
加
者
全
員（
は
が
き
１
枚
で
４
人

ま
で
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
）
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職
業（
学
年
）・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
茨
城
県
県
北
地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活
課「
県

政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」係（
〒
310
‐
０
８
０
２　

水
戸
市
柵

町
１
‐
３
‐
１　

☎
225
局
２
４
９
０
）
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

参加者募集

――――――バスで巡る身近な県政――――――――――――バスで巡る身近な県政――――――

県政ふれあいバス
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【
俳　

句
】

落
ち
て
な
ほ
紅
消
え
や
ら
ぬ
藪
椿

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

光
り
つ
つ
風
の
過
ぎ
さ
る
杏
花

 

村　

松　

川
﨑　

常
義

こ
ぶ
し
咲
く
綿
毛
の
衣
脱
ぎ
捨
て
て

 
外　

宿　

照
沼
あ
や
子

雲
と
ん
で
山
雨
叩
き
の
鮎
の
川

 

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

夢
の
咲
く
ア
カ
シ
ヤ
並
木
続
く
道

 

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

幾
山
に
百
と
お
り
の
色
山
桜

 

舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

さ
く
ら
舞
い
野
菜
作
り
に
鍬
高
し

 

外　

宿　

西
山　

純
一

春
立
つ
や
俄
に
庭
に
笑
い
呼
ぶ

 

白
方
中
央　

根
本　
　

武

岩
陰
に
ふ
と
肩
寄
せ
し
事
も
あ
り

 

村　

松　

正
木　

幹
夫

　
　

【
短　

歌
】

芽
ぶ
き
た
る
木
々

た
ち
ま
ち
に
若
葉
と
も
な
り
て
浅
山

の
林
明
る
し 

船　

場　

中
井
川
し
げ

浅
み
ど
り
苔
む
す
茶
庭
の
木
蔭
に
は
ひ
そ
と
花
咲
く
深

山
草
花 

船　

場　

村
上
よ
り
子

お
だ
や
か
に
凪
ぎ
わ
た
る
磯
春
早
き
陽
射
し
の
中
を
か

も
め
舞
ひ
飛
ぶ 

村　

松　

高
橋　

正
弘

　

私
は
、
37
年
前
に
ひ
た
ち
な
か
市
の
警
察
道
場

で
、「
礼
節
を
尊
び
、
信
義
を
重
ん
じ
、
和
の
道

を
究
め
よ
」
と
い
う
道
場
訓
に
基
づ
き
、
茨
城
県

空
手
道
連
盟
副
会
長
で
あ
る
武
石
末
男
さ
ん
が
青

少
年
の
健
全
育
成
を
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受

け
た
こ
と
か
ら
、空
手
部
に
入
部
し
ま
し
た
。「
礼

に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」
と
い
わ
れ
る
武
道
の

基
本
や
道
場
訓
に
も
あ
る
よ
う
に
、
礼
節
が
非
常

に
厳
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
け
い
こ
も
ま
た
厳

し
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
15
年
間
、
空
手
道

の
厳
し
さ
に
耐
え
て
高
段
者
に
な
り
、つ
い
に
は
、

日
本
体
育
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
員
認
定

証
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昭
和
56
年
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
定
指

導
員
有
資
格
者
で
あ
る
深
作
貴
宏
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
火
・
木
曜
日
は
舟
石
川
集
会
所
で
、

水
・
土
曜
日
は
船
場
集
会
所
で
、
青
少
年
に
空
手

道
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
指
導
を
し
て
い
て
感

じ
る
こ
と
は
、
現
代
の
青
少
年
は「
学
ば
ず
、
働

か
ず
、
遊
ば
ず
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私

が
指
導
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
、
残
念
な
が

ら〝
三
ず
の
病
〞に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
た
ち
指
導
者
は
、
私
利
の
み
を
追
求
し
て

利
己
主
義
に
な
っ
た
り
、
人
生
の
希
望
を
喪
失
し

た
り
し
て
い
る
青
少
年
に
対
し
て
、
武
道
の
精
神

を
養
成
す
る
こ
と
で
、
生
き
る
目
標
を
把
握
さ
せ

る
と
と
も
に
、
夢
と
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
な
責
務
だ
と
思
い
、
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
を
指
導
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、

保
護
者
か
ら「
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」「
家
事
の
手
伝
い
を
よ
く
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」と
い
う
声
や
、
近
所
の
方
か
ら「
あ
い

さ
つ
が
で
き
て
良
い
子
で
す
ね
」
と
い
う
褒
め
言

葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。ま
た
、

つ
ら
い
け
い
こ
を
重
ね
て
、
忍
耐
力
な
ど
を
養
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、人
前
で
発
表
す
る
と
き
に
も
、

堂
々

と
自
信
を
持
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
、「
空
手
道
を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
い
う
お
礼
の
手
紙
を
も
ら
っ
た
と
き
は
、
非
常

に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
指
導
員
は
、
今
後
も
、
家
庭
や
学
校
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
青
少
年
の
育
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ＰＡＲＴ . ７５

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

空手道を通じて
舟石川空手スポーツ少年団指導員

石神内宿　岡
おか

部
べ

　達
たつ

男
お
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ＶＯＬ .  ８５

エッセー頑張る

今どきの
青少年私

が
高
校
生
会
に
入
会
し
て
、
は
や
２
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
高
校
生
会
の
活
動
内
容
は
、
派
遣
依

頼
が
あ
っ
た
団
体
の
手
伝
い
や
、
各
子
ど
も
会
ご

と
の
行
事
の
企
画
・
運
営
な
ど
で
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
、
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
行

事
で
す
。
私
が
高
校
生
会
に
入
会
し
た
動
機
も
、

子
ど
も
が
好
き
だ
か
ら
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま

た
、
自
分
た
ち
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
勉

強
を
目
的
と
し
た
合
宿
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
約
２
年
間
は
、
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
自
分

自
身
が
大
き
く
成
長
し
た
と
思
え
た
こ
と
は
、
小

学
生
を
対
象
に
、
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で

も
ら
う「
お
楽
し
み
会
」を
、
高
校
生
会
の
主
催
で

行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
、
ま
だ
高
校

１
年
生
だ
っ
た
私
は
、
企
画
・
運
営
の
経
験
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
責
任
者
と
い

う
大
役
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
な
か
な
か
参
加
者
が
集
ま
ら
ず
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
で
い
る
と
、「
参

加
者
が
集
ま
ら
な
い
の
な
ら
、
電
話
を
掛
け
て

み
た
ら
？
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
で
、
目
標
と
し
て
い

た
参
加
人
数
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
無
事
に
責

任
者
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
、
こ
の
行
事
を
通
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
行
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
経
験
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
役
立
つ
と
思
う

の
で
、忘
れ
ず
に
生
活
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
高
校
生
会
の
活
動
を
通
し
て
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
々

成
長
し
て
い
ま

す
。
高
校
生
活
も
残
り
１
年
を
切
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
今
の
仲
間
と
と
も
に
、
頑

張
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
高
校
生
会
は
、
社
会
勉
強
だ
け
で
は

な
く
、
先
輩
・
後
輩
の
枠
を
超
え
て
交
流
を
深
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
子
ど
も
が
好
き
な
方
や
学

校
以
外
の
友
達
を
つ
く
り
た
い
方
、
高
校
生
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

部
活
動
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
、気
軽
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

少
し
で
も
高
校
生
会
に
興
味
を
持
っ
た
方
は
、
一

緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

目
覚
め
た
る
朝
我
が
庭
に
百
千
鳥
何
が
そ
ん
な
に
話
の

あ
る
や 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

日
変
り
の
雨
に
ぬ
れ
つ
つ
八
重
桜
枝
重
き
ま
で
花
咲
き

満
つ
る 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

産
土
の
瀬
音
の
し
つ
つ
く
ね
る
道
新
緑
の
山
沢
風
か
を

る 

内　

宿　

村
上　

文
江

田
植
機
の
音
ひ
び
き
お
り
昔
日
の
早
乙
女
姿
ふ
と
想
い

出
ず 

外　

宿　

高
槌　

す
み

内
孫
の
矢
車
音
す
る
家
の
門
藤
の
花
孫
に
聞
き
つ
つ
触

れ
り 
舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

ブ
リ
キ
板
持
ち
上
げ
た
れ
ば
息
ひ
そ
め
蛙
の
家
族
が
住

み
つ
い
て
居
る 

外　

宿　

小
林
美
代
子

プ
ラ
ン
タ
ー
に
真
白
き
花
の
韮
の
咲
き
蜂
の
い
く
つ
も

移
ろ
ひ
て
ゐ
る 

村
松
北　

猿
田
彦
太
郎

藷
苗
の
床
の
管
理
を
ま
か
さ
れ
て
部
屋
と
ハ
ウ
ス
を

日
々

に
行
き
来
す 

舟
石
川　

舛
井　

昭
恵

山
椿
ひ
か
り
遮
る
ひ
と
と
こ
ろ
堅
香
子
の
芽
の
紅
く
生

ひ
ゐ
る 

船　

場　

吉
沼　

良
子

曇
と
も
雨
と
も
つ
か
ぬ
首
夏
ひ
と
日
五
躰
の
重
く
わ
が

家
ご
も
る 

村　

松　

塙　
　

千
里

バ
ン
コ
ク
の
強
き
日
差
し
を
照
り
返
す
大
理
石
寺
院
ま

ぶ
し
く
仰
ぐ 

村　

松　

桜
井　

秀
子

幼
子
は
常
新
ら
し
き
物
見
付
け
そ
の
目
輝
き
わ
れ
に
告

げ
く
る 

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

朝
早
く
鳴
く
う
ぐ
い
す
の
声
す
れ
ば
目
ざ
め
て
し
ば
し

わ
が
聞
き
て
お
り 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

着
る
事
も
無
き
ま
ま
逝
き
し
我
が
友
の
形
見
な
る
シ
ャ

ツ
大
事
に
着
よ
う 

南　

台　

根
本
内
俊
男

肩
腰
の
痛
み
や
わ
ら
ぐ
お
も
い
し
て
く
す
り
湯
に
浸
る

休
日
の
朝 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

東海村高校生会会長になって
佐和高等学校３年

舟石川　渋
しぶ

谷
や

　舞
まい

   

左が今月のエッセイスト
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■
開
館
時
間 

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

　４種類の金属を素材にした立体造形作品展。

出品するのは全国公募展や県芸術祭でも活躍中

の、有賀典子さん（アルミニウム）、石黒美男さ

ん(銅)、山上れいさん(ステンレス)、山口みちよ

さん(鉄)の４人です。素材や表現の違いをお楽

しみください（最終日は午後２時までの開館）。

金属でつくるかたち

６月25日(日)～7月８日（土）

　住民参加型の村政を目指し、住民の皆さんからの村政に対するご意見・ご要望に、村長をはじめ村執

行部がお答えします。今年度からは、「課題懇談」と題して行政課題と地域課題について住民の皆さんと

ともに考える時間を設けます。開催日にはそれぞれ対象地区を設定していますが、いずれの開催日でも

参加することができますので、お気軽にご来場ください。

期　日 会　場 対象地区 地域課題

６月19日（月) 村松コミュニティセンター
宿、照沼、川根、原子力機
構太田、原子力機構箕輪

「防犯活動について」

６月20日（火) 真崎コミュニティセンター
真崎、舟石川３、原電滝坂、
原子力機構荒谷台

「自治会への加入促進について」

６月22日（木) 中丸コミュニティセンター
押延、須和間、舟石川中丸、
緑ヶ丘、南台、原子力機構
長堀１、原子力機構長堀２

「団塊世代が参加する地域活動
への模索」

６月26日（月) 白方コミュニティセンター
真崎（下の内）、白方、豊岡、
岡、亀下、百塚、豊白、原
子力機構百塚

「自治会への加入促進について」

６月27日（火) 石神コミュニティセンター
外宿１、外宿２、内宿１、
内宿２、竹瓦

「地域における人材発掘について」

６月28日（水) 舟石川コミュニティセンター 舟石川１、舟石川２、船場「防犯活動について」

①行政課題（各会場共通）／「公共施設の使用料金について」（減免のあり方を考える）…これまで、

公共的団体等が村内の公共施設（コミュニティセンター、総合福祉センター「絆
きずな

」、総合体育館等）

を使用する際、生涯学習や福祉の推進を図る観点から、その使用料を減免してきました。しかし、

施設を利用しない住民の方などからは、「利用者の一部負担も考えるべき」という意見が聞こえ始

めています。皆さんはどのようにお考えになりますか。

②地域課題／下表参照…各対象地区の自治会から出された課題等となっています。

▼課題懇談テーマ▼課題懇談テーマ

▼日 程 等▼日 程 等 ※時間は、午後７時から９時までとなります。

問 合 せ　企画総務部自治推進課自治推進係（☎282-1711　内線1341）

村政懇談会を開催します ―――――村政懇談会を開催します ―――――

７
月
９
日（
日
）〜
７
月
15
日（
土
）

第
16
回
ア
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
展

　

公
募
展
出
品
を
目
標
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。
日
ご
ろ
の
研け

ん

鑽さ
ん

の
成
果
を
テ
ー
マ
小
品
に
表
現
し

ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は「
窓
」。
出
品
者
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
、
楽
し
ん

で
ご
覧
く
だ
さ
い（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
の
開
館
）。
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図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

国
民
年
金

だ 

よ 

り

平
成
17
年
度
図
書
館
利
用
状
況
の
お
知
ら
せ

　

い
つ
も
図
書
館
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
の
図
書
館
利
用
は
、
登
録
者

数
・
貸
し
出
し
者
数
・
貸
し
出
し
総
点
数
と
も
に
前
年

度
を
上
回
る
状
況
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
図

書
館
を
ご
利
用
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
ご
存
知
で
す
か
？　

▼
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
？

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通

し
て
赤
ち
ゃ
ん
の
言
葉
と
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、
親

　

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
方
は

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
に
、
申
請
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
７
月
か
ら
申
請
免
除
が
４
段
階
に

　

こ
れ
ま
で
保
険
料
の
免
除
は
、「
全
額
免
除
」
と「
半

額
免
除
」
の
２
種
類
で
し
た
が
、
平
成
18
年
７
月
か

ら
は「
４
分
の
１
免
除
」
と「
４
分
の
３
免
除
」
が
加
わ

り
、
４
種
類
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
そ
の
ま
ま
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け

取
る
年
金
額
は
、
全
額
免
除
期
間
の
場
合
は
６
分
の
２

に
、
４
分
の
３
免
除
期
間
の
場
合
は
６
分
の
３
に
、
半

額
免
除
期
間
の
場
合
は
６
分
の
４
に
、
４
分
の
１
免

除
期
間
の
場
合
は
６
分
の
５
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
免
除

の
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
一
部
免
除
を
承
認
さ
れ
た
場
合
で
も
、
残
り
の
保
険

料
を
納
め
な
い
場
合
は
、
保
険
料
を
未
納
に
し
た
期

間
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

全
額
・
一
部
免
除
の
判
定
基
準

　

本
人
と
配
偶
者
と
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に
よ
り
審

査
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
は
、天
災
・
失
業
・
倒
産
・

事
業
の
廃
止
な
ど
の
理
由
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

子
の
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
も
の
で

す
。
本
村
で
は
平
成
16
年
７
月
か
ら
こ
の
事
業
を
始
め

て
、
今
年
度
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

▼
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

毎
月
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
て
い
る
５
か
月
乳
児

健
診
時
に
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
意
義
を

伝
え
、
絵
本
や
ブ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
入
っ
た
パ
ッ
ク
を
お
渡

し
し
ま
す
。
健
診
時
に
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
図
書
館
に
て
パ
ッ
ク
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ

い
。
な
お
、
パ
ッ
ク
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
平
成
18
年
度
乳
児
健
診
対
象
の
赤
ち
ゃ
ん
の
み
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ど
な
た
で
も
見
学
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
図
書
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

保
険
料
免
除
制
度

平成17年度図書館利用状況
項　　目 デ ー タ

１年間の来館者数 156,887人
１年間の貸し出し者数 83,932人
１年間の貸し出し総点数 369,190点

登録者数
1,405人

（累計21,911人）

１日の貸し出し最高件数
2,782件

（平成18年１月22日）

１日の貸し出し者最高人数
525人

（平成18年１月22日、２月４日）

図書資料総数
図書　145,698冊

視聴覚資料　4,801点

村民１人当たりの図書資料数
（図書資料総数÷総人口）

4.2点

（村内各コミュニティセンター含む）

「たんぽぽの会」による

おはなし会

　毎週土曜日（第５土曜日

を除く）の午後２時から３

時まで、おはなしコーナー

で絵本の読み聞かせなどを

行います。

休館日
６月12日（月）・19日（月）

　　  26日 （月）・30日（金）

７月３日（月）・10日（月）
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募集

平成 18 年５月１日現在
前月比

世帯数 13,099 世帯  ＋ 82
総人口 35,710 人 ＋ 100
　男 17,912 人 　＋ 62
　女 17,798 人 ＋ 38

人口と世帯数 6・10 号／お知

クアップ／ Jun

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

●期　　日 ６月20日から７月11日までの毎

週火・金曜日（全６回）　※７月７日（金）を除

きます。

●時　　間 午後６時30分～８時30分

●場　　所 総合体育館

●対　　象 中学生以上で、村内在住・在勤・

在学の方および村内在勤者の同居家族の方

●定　　員 先着30人（最少催行人員10人）

●参 加 費 1,500円／人

●申し込み・問合せ ６月18日（日）までに、参

加費を添えて総合体育館（☎283-0673）へ申

し込みください。

チャレンジスクール
卓球の部part１参加者募集

　総合福祉センター「絆
きずな

」ふれあいロビー（ふれ

あい広場）で、あなたの趣味や特技を生かして

みませんか？　社会福祉協議会では、さまざま

な特技を披露したい方を募集します。個人･団

体を問いませんので、お気軽にご応募ください。

●対　　象 ①楽器演奏や合唱などのコンサー

トを開きたい方　②紙芝居やダンスなどさま

ざまな分野で発表を行いたい方　③絵画や写

真などの作品を展示したい方

●条　　件 ①・②…月曜日から金曜日までの

正午から午後１時までの間で出演することが

可能　③…展示期間は２週間程度で、自分で

搬入・搬出を行うことが可能

●場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」

●そ の 他 開催や展示の日程は、相談・調整

の上決定します。また、出演・展示に必要と

なる楽器や用具等は各自でご用意ください。

●申し込み・問合せ 社会福祉協議会(☎282-

2804）へ申し込みください。

ふれあい広場
出演・展示者募集

　暮らしに役立つテーマを中心とした講座を
通じて、ふるさとづくり活動の中心的存在とな
る女性リーダーを育成する、ふるさと女性大学
「葦

あし

の会」の学生を募集します。
■期　　日 ７月14日（金）、８月２日（水）、９
月８日（金）、10月11日（水）、11月７日（火）、
平成19年１月16日（火）（全６回）
■場　　所 茨城県総合福祉会館（水戸市千波
町1918）
■対　　象 村内在住の女性
■受 講 料 1,000円／人（資料代）
■申し込み・問合せ ６月15日（木）までに、経
済環境部経済課地域農政係（内線1435）へ申
し込みください。

ふるさと女性大学「葦の会」学生募集

■期　　日 ６月18日（日）
■時　　間 午前９時～正午（３時間）
■場　　所 消防庁舎（会議室）
■定　　員 先着30人（最少催行人員５人）
■内　　容 心肺蘇

そ

生
せい

法、ＡＥＤ（自動体外式
除細動器）の使用法、止血法等（実技主体）
■受 講 料 無料
■そ の 他 ①動きやすい服装で参加してくだ
さい。②普通救命講習修了証を交付します。
③保育サービス（無料）がありますので、ご希
望の方は、６月16日（金）までに申し込みくだ
さい。④普通救命講習修了証を交付されてか
ら、２年が過ぎている方もご参加ください（修
了証をお持ちください）。⑤職場、サークル
等で５人以上集まればいつでも開催します。
■申し込み・問合せ ６月16日（金）までに、消
防署救急救助係へ申し込みください。

普通救命講習会受講者募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
11日(日) 村立東海病院 282-2188
18日(日) 村立東海病院 282-2188

25日(日) 東原クリニック 283-2301

６月の休日診療日程
■期　　日 ６月24日（土）
■時　　間 午前８時30分受け付け開始
■場　　所 阿漕ヶ浦公園
■対　　象 村内在住の方
■そ の 他 ①道具は準備します。②昼食は各
自で持参してください。③雨天時は、６月
25日（日）に順延となります。④順位賞、参
加賞を用意しています。

■申し込み・問合せ 老人クラブ連合会事務局
（社会福祉協議会内　☎282-2804）

グラウンドゴルフ大会参加者募集参加
費

無
料

■期　　日 ７月４日（火）から11月10日（金）ま
での間で、全23日間（130時間）

■場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」など
■対　　象 村内在住の方
■定　　員 20人（定員を超えた場合は抽選）
■受 講 料 12,500円／人（テキスト代など）
■申し込み・問合せ 所定の申込書に必要事
項を記入の上、６月16日（金）までに、ボラ
ンティア市民活動センター（合同庁舎内　☎
283-4344）へ申し込みください。

訪問介護員養成研修（２級課程）受講生募集

■期　　日 ７月８日（土）
■時　　間 午前９時～午後
９時

■場　　所 総合体育館
■対　　象 村内在住・在勤・
在学の方　※バスケットボー
ル未経験者も歓迎します。

■参 加 費 小・中学生…2,000円／チーム　
高校生・一般…3,000円／チーム

■申し込み 所定の申込書に必要事項を記入の
上、６月23日（金）までに、参加費を添えて
総合体育館へ申し込みください。

■問 合 せ 総合体育館、岡田裕昭さん（☎
282-4370）、吉田公一さん（☎306-2880）

■期　　間 ７月１日（土）～９月10日（日）
■時　　間 午前８時30分～午後５時（７月20日
（木）から８月20日（日）までは午後７時まで）
■対　　象 18歳以上（高校生不可）で、25メー
トル以上泳ぐことができる方（30人）

■賃　　金 800円／時
■選 考 日 ６月17日（土）・18日（日）・24日（土）・
25日（日）のいずれか１日
■選考方法 面接試験
■申し込み・問合せ 履歴書に勤務可能日を記
入の上、６月16日（金）までに、総合体育館へ
申し込みください。

東海スイミングプラザプール監視員募集

　中国茶の奥深さと簡単な作法を学ぶととも
に、本格的な中国茶を味わってみませんか。
■日　　時 ６月24日（土）　午後２時～４時
■場　　所 東海村姉妹都市交流会館
■対　　象 村内在住・在勤・在学の方
■参 加 費 100円／人（茶菓子代）
■講　　師 木村博さん（中国茶研究家）
■申し込み・問合せ ６月16日（金）まで（日曜
日を除く）の午前９時から午後５時までに、
東海村姉妹都市交流会館（☎282-0535）へ申し
込みください。

「中国茶入門教室」参加者募集先
着

1 5
人

　「毎週土曜日ノーテレビ運動」も全国的に注

目され、メディアの発達とどう向き合っていく

かが、これからの世代に突きつけられている課

題と言われています。その解決の糸口を一緒に

探ってみませんか？

●期　　日 ６月24日（土）

●時　　間 午前９時30分～ 11時

●場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」

●対　　象 村内在住の方（先着50人）

●参 加 費 無料

●内　　容 パネルディスカッション　テー

マ／「毎週土曜日ノーテレビ運動」　コーディ

ネーター／門脇厚司さん（筑波学院大学学長）

パネリスト／小児科医、保育所所長など

●申し込み・問合せ ６月16日（金）までに、住

所・氏名・電話番号を明記の上、ファクシミ

リ（FAX282-7813）で東海村青少年宣言推進委

員会事務局（青少年センター内　☎282-7049）

へ申し込みください。

「東海村青少年宣言推進大会」
参加者募集
「東海村青少年宣言推進大会」
参加者募集

第14回東海村チャリティーマラソンバスケットボール大会参加
者

募
集
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■試 験 日 ８月９日（水）
■試験会場 茨城県庁
■願書の請求 願書は、茨城県保健福祉部生活
衛生課および県内の保健所で配布していま
す。郵送を希望する方は、140円切手を張っ
た返信用封筒（角型２号、あて先明記）と「製
菓衛生師試験受験願書希望」と書いたメモ
を同封の上、茨城県保健福祉部生活衛生課
食の安全対策室（〒310-8555　水戸市笠原町
978-6）へ請求してください。

■申し込み ６月29日（木）・30日（金）の午前９
時から午後４時30分まで（正午から午後１時
までを除く）に、本人または代理人が、県内
の保健所へご持参ください。
■問 合 せ 茨城県保健福祉部生活衛生課（☎
301-3424　 ホ ー ム ペ ー ジhttp://www.shoku.
pref.ibaraki.jp）

製菓衛生師試験の実施について

　村では、畑地の地力回復および風食被害防止
のために麦の作付けを行う方に対して、補助金
を交付します。
■対　　象 ①東海村畑作奨励補助金等交付申
請書を提出②村内の畑地（転作奨励事業対象
の陸田を除く）に麦を作付け③畑作奨励補助
金等実績報告書および該当農地に麦を作付け
した証明写真を提出――を満たす方

■補助金額 5,000円／ 10アール
■そ の 他 面積に応じて、麦種子（規格外）を
無料で配布します。

■申し込み・問合せ ６月15日（木）から30日（金）
までに、所定の申請書に必要事項を記入の上、
経済環境部経済課地域農政係（内線1435）へ
直接申し込みください。

麦の作付けに補助金を交付します

　県植物園では、６月25日（日）まで「春のバラま
つり」を開催しています。園内のバラ園で「ブルー
ムーン」や「うらら」など80品種、800株のバラを
ご覧いただけます。期間中は、バラの寄せ植え
教室などのイベントをたくさん予定しています。
■時　　間 午前９時～午後４時30分
■入 場 料 中学生以下…無料　高校生以上…
120円

■問 合 せ 茨城県植物園管理事務所（☎295-
2150）

「春のバラまつり」開催

エトセトラ 　この中国式健康体操は、病気の予防や治療の
ために考案され、中国風の音楽に合わせてゆっ
くり呼吸しながらストレッチなどを行います。
ぜひ、ご参加ください。
■期　　日 ８月７日・14日・21日・28日、９月
４日、10月30日、11月６日・13日、12月４日・
11日のいずれも月曜日（全10回）
■時　　間 午前10時～ 11時30分
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」 
■対　　象 村内在住のおおむね65歳以上の方
■参 加 費 1,000円／人（初回に徴収します）
■申し込み・問合せ ７月７日（金）までに、高
齢者センター（☎282-4300）へ申し込みください。

中国式健康体操教室参加者募集先
着

30
人

　クラシックからポッ

プスまでの心地よい演

奏を、これからお母さ

んになる方とそのご家

族をはじめ、どなたで

も楽しむことができま

すので、どうぞお気軽

にご来場ください。

●日　　時 ７月６日（木）　午前10時から

●場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」

●対　　象 村内在住の方で、妊婦の方および

その家族の方など（先着80人）

●参 加 費 無料

●演 奏 者 バイオリン／山本雅子さん　ピア

ノ／長澤順さん

●申し込み・問合せ ７月１日（土）までに、入

場を希望する方の住所・氏名・電話番号を

明記の上、ファクシミリ（FAX282-7813）で

青少年センター（☎282-7049）へ申し込みく

ださい。

マタニティーコンサートを
開催します

体験フラダンス参加者募集

　ハワイアンミュージックに合わせて楽しく踊
ってみませんか。お気軽にご参加ください。
■期　　日 ６月15日（木）・29日（木）
■時　　間 午後７時～９時
■場　　所 中央公民館
■講　　師 芳賀明美さん
■そ の 他 定期レッスンを行っていますの
で、詳細についてはお問い合わせください。
■申し込み・問合せ 所良子さん（☎282-3719）

参加
費

無
料
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　平成19年３月に大学・短期大学・専門学校を
卒業予定の方などを対象に開催します。
■日　　時 ６月26日（月）　午後１時～４時
■場　　所 ホテルレイクビュー水戸（水戸市
宮町1-6-1） 

■問 合 せ 茨城県商工労働部労働政策課（☎
301-3645）

大洗町●夏のイベント
2006ビーチバレー in 大洗

◆日　　時 ７月29日（土）・30日（日）　午前９
時～午後３時

◆場　　所 大洗サンビーチ
大洗海上花火大会

◆日　　時 ７月29日（土）　午後７時30分～９時
※延期の場合は７月30日（日）

◆場　　所 大洗サンビーチ
第２回全日本ビーチレスリング選手権大会
◆日　　時 ７月30日(日)　午前10時～午後３時
◆場　　所 大洗サンビーチ

盆踊りの夕べ
◆日　　時 ７月下旬　午後６時～９時
◆場　　所 大洗マリンタワー芝生広場

大洗八朔祭
◆日　　時 ８月26日（土）・27日（日）　午後３
時～９時

◆場　　所 大洗町内
OARAI CUP2006－サーフィン＆ボディボード－
◆日　　時 ８月26日（土）・27日（日）　午前７
時～午後３時

◆場　　所 大洗サンビーチ
問 合 せ

　大洗町商工観光課（☎267-5111　内線331）

北茨城市●第15回雨情の里トライアスロン in 北茨城
　ニツ島海岸を泳ぎ、北茨城市民体育館から
華川・関本の山間部を自転車で走り、最後は汐
見ヶ丘近くまでをマラソンで往復します。
◆日　　時 ７月２日（日）　午前９時スタート
◆場　　所 北茨城市民体育館を中心とした市
内全域

◆問 合 せ 北茨城市生涯学習課（☎0293-43-
1111　内線412）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド

城里町●ホロルの湯
　アルカリ性単純温泉の「ホロルの湯」には、露
天風呂や湯冷めしにくいという評判の薬湯、25
メートル３コースの温水プールなどがあります。
◆利用時間 午前10時～午後９時
◆休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
◆利 用 料 大人…800円、小人…400円　※①
午後５時以降／大人…500円、小人…300円　
②土・日曜日、祝日／大人…1,000円、小人
…500円
◆問 合 せ 城里町健康増進施設「ホロルの湯」
（☎288-7775）

■日　　時 ６月13日（火）
■時　　間 ①午前９時30分～正午　②午後
１時～３時30分

■場　　所 役場行政棟東側玄関ロビー
■そ の 他 ①平成16年10月から、献血者の本
人確認を行っています。本人確認がお済みで
ない方は、運転免許証等の提示が必要となり
ます。②献血手帳をお持ちの方は、持参して
ください。

■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

献血にご協力ください
　県では、５月から７月まで「不正大麻・けし
撲滅運動」を実施しています。例年、この時期
になると自生のけし等が多く見受けられます
が、大麻やけしなどを栽培したり所持したり
することは法律で禁止されているものがありま
す。不正栽培や自生している大麻・けしを発見
した場合は、ひたちなか保健所（☎265-5645）、
茨城県保健福祉部薬務課（☎301-3388）または最
寄りの警察署へご連絡ください。
■問 合 せ ひたちなか保健所（☎265-5645）

「不正大麻・けし撲滅運動」について

●日 程 等

●場　　所 中央公民館

●そ の 他 茶道連盟のお茶席に参加を希望す

る方は、６月16日（金）までに、小林宗久さん

（☎282-9059）へ申し込みください。

●問 合 せ 河野惠一さん（東海村芸術祭実行

委員会事務局長　☎283-2051）

第19回東海村芸術祭
華道・茶道部門を開催します

期　日 時　間

華道連盟作品展
６月17日（土）10：00 ～ 17：00
６月18日（日）10：00 ～ 16：00

茶道連盟茶席 ６月18日（日）10：00 ～ 15：00

「大好きいばらき就職面接会」開催
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-63

夢は…。“宝石鑑定士と地質学者”

中丸小学校６年●小
こ

泉
いずみ

会
はる

矢
なお

　ぼくの将来の夢は、宝石や天然石に関係する仕事に

就くことです。ぼくは、小学４年生のころに天然石に

興味を持ち始め、それに関係する仕事をしたいと思う

ようになりました。

　例えば、宝石鑑定士です。宝石が本物か偽物かを見

分けたり、その宝石の価値はどれくらいなのかを判断

したりするのが仕事です。ぼくは、天然石についてもっ

と勉強して、宝石鑑定士になりたいと思っています。

　また、天然石を多く販売する「ストーンマーケット」

で働いてみたいとも思っています。なぜなら、ストー

ンマーケットは、海外のいろいろな石を輸入・販売し

ているので、珍しい石を見たり、触ったりすることが

できるかもしれないからです。鉱石の発見や研究をす

る地質学者になり、世界中の珍しい鉱石を掘るのも楽

しいと思うので、さらに夢が膨らんでいます。
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美術館

花
が
大
好
き
で
、花
を
見
る
と「
あ
っ
、

お
花
！
」と
言
っ
て
、「
咲
い
た
咲
い
た

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が
…
」と
手
で
花
を

か
た
ど
り
、
体
を
左
右
に
揺
ら
し
な
が

ら
歌
う
美み

咲さ
き

（
１
歳
11
か
月
）。

私
は
、
出
産
後
２
か
月
で
職
場
に
復

帰
し
た
た
め
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

美
咲
を
保
育
園
に
預
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
だ
首
も
据
わ
ら
な
い
美
咲

を
預
け
る
こ
と
は
と
て
も
不
安
で
し
た

が
、
先
生
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
に
つ
れ
て
、
不
安
は
信
頼
へ
と

変
わ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
別
の
保
育

園
に
移
り
、
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

先
生
方
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
美
咲
は
、
登
園
す
る
と
す
ぐ

に
、担
任
の
先
生
に
抱
き
つ
き
な
が
ら
、

ニ
コ
ニ
コ
し
て
私
に
手
を
振
っ
て
く

れ
ま
す
。
ど
う
や
ら
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

友
達
や
、
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
仲

良
く
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
、

「
今
日
は
何
を
し
て
遊
ん
だ
の
？
」と
聞

く
と
、「
ボ
ー
ル
で
遊
ん
だ
」な
ど
と
答

え
、「
今
日
は
誰
と
遊
ん
だ
の
？
」と
聞

く
と
、「
○
○
ち
ゃ
ん
と
○
○
く
ん
と

遊
ん
だ
」
な
ど
と
、
保
育
園
で
の
様
子

を
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。

言
葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
の
美
咲
は
、
自
分
の
要
望

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、「
本

読
む
」
と
言
い
な
が
ら
、
私
に
読
ん
で

も
ら
い
た
い
本
を
持
っ
て
き
ま
す
。
何

度
読
ん
で
あ
げ
て
も
、「
も
う
１
回
、

も
う
１
回
」
と
、
な
か
な
か
本
か
ら
離

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
音
楽
も
大
好
き
な

よ
う
で
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
テ
レ

ビ
な
ど
か
ら
流
れ
て
く
る
音
楽
に
合
わ

せ
て
リ
ズ
ム
を
取
る
姿
は
、
私
た
ち
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

仕
事
を
し
な
が
ら
の
子
育
て
は
、
常

に
時
間
と
の
戦
い
で
す
。
そ
の
た
め
、

夫
が
家
事
・
育
児
と
も
に
積
極
的
に
協

力
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、
私
の
精
神
的

な
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
昨
年
末
に
美
咲
が
水
ぼ

う
そ
う
に
か
か
っ
た
と
き
に
は
、
10
日

間
、
自
宅
で
の
静
養
が
必
要
だ
っ
た
た

め
、
別
居
し
て
い
る
両
親
に
代
わ
る
代

わ
る
面
倒
を
見
て
も
ら
う
な
ど
、
多
く

の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
毎
日
を
乗

り
切
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
仕
事
に
子
育
て
に
奮

闘
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
方
々

へ
の
感
謝

の
心
を
忘
れ
ず
に
、
美
咲
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

くん
●曽

そ

野
の

耕
こう

世
せい

大好きなうんてい

　幼稚園のお友達と、うんていで元

気に遊んでいる様子を描いてくれた

耕世くん（６歳）。

　「いっぱい練習したら、上手に渡

れるようになったよ。うんてい大好

き！」と笑顔で話してくれました。

村 松
幼稚園


